
 

地方独立行政法人市立東大阪医療センター役員報酬規程 

平成２８年１０月１日市立東大阪医療センター規程第３号 

最終改正 令和５年５月３０日市立東大阪医療センター規程第１３８号 

 

（趣旨）  

第１条 この規程は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター（以下「法人」という。） 

の理事長、副理事長、理事及び監事（以下「役員」という。）の報酬等に関し必要な

事項を定めるものとする。  

（役員の報酬）  

第２条 役員の報酬は、常勤の役員については、給料、地域手当、賞与及び通勤手当と

し、非常勤の役員については、非常勤役員手当とする。  

（報酬の支給日）  

第３条 報酬の支給日は、職員給与規程の規定の例による。  

（常勤役員の給料月額）  

第４条 常勤の役員の給料月額は、次のとおりとする。  

（１） 理事長  ９００，０００円 

（２） 副理事長 ７２０，０００円  

（３） 理事   ５４０，０００円  

（地域手当）  

第５条 地域手当の月額は、給料月額に１００分の１０を乗じて得た額とする。  

（通勤手当）  

第６条 通勤手当の額及び支給については、職員の例による。  

（賞与）  

第７条 賞与は、毎年６月１日及び１２月１日（以下「基準日」という。）に在職する

常勤の役員に対して支給する。基準日前１月以内に、退職し、又は死亡した場合につ

いても同様とする。  

２ 賞与の額は、第４項に定める賞与基礎額に、６月に支給する場合においては１００

分の１９５、１２月に支給する場合においては１００分の２１０を乗じて得た額に、

基準日以前６月以内の期間におけるその者の在職期間の区分に応じて、職員給与規程

第８７条第２項に定める割合を乗じて得た額とする。 

３ 前項の賞与の額を定めるに当たっては、地方独立行政法人市立東大阪医療センター

評価委員会が行う業績評価の結果及び役員としての業務に対する貢献度等を総合的

に勘案するものとし、同項の規定による賞与の額の１００分の２０の範囲内で、これ

を増額し、又は減額することができるものとする。  

４ 第２項の賞与基礎額は、それぞれの基準日（基準日前１月以内に、退職し、又は死

亡した者にあっては、退職し、又は死亡した日現在）において、その者の給料月額及



 

びこれに対する地域手当の月額の合計額に、その合計額に１００分の２０を乗じて得

た額を加算した額とする。  

（非常勤役員手当）  

第８条 非常勤役員手当の額は、次のとおりとする。 

（１） 理事長  月額５０，０００円 

（２） 副理事長 月額４０，０００円 

（３） 理事   月額３０，０００円 

（４） 監事   月額５０，０００円 ただし、決算時期等における監事監査業務

に従事した場合、３時間未満は日額２５，０００円、３時間以上は日額５０,

０００円を加算する。 

２ 前項に定める額のほか、非常勤役員の勤務日数に応じ、通勤に要する費用の相当額

を支給することができる。  

（退職手当）  

第９条 退職手当は支給しない。ただし、非常勤の役員が職員給与規程の適用を受ける

職員を兼ねる場合は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター職員退職手当規程に

より退職手当を支給する。  

（旅費）  

第１０条 役員が職務のために旅行するときは、旅費を支給する。  

２ 前項の旅費の額及び支給方法については、職員の例による。  

（委任）  

第１１条 この規程に定めるもののほか、報酬等の支給に関し必要な事項は、理事長が

定める。  

 

附 則 

この規程は、平成２８年１０月１日から施行する。  

附 則（平成３０年１月２４日市立東大阪医療センター規程第７１号） 

この規程は、平成３０年１月２４日から施行する。 

附 則（平成３０年１２月２５日市立東大阪医療センター規程第８４号） 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年５月３０日市立東大阪医療センター規程第１３８号） 

この規程は、令和５年５月３０日から施行する。 


